
ニュートン別冊『統計と確率 改訂版』（第 1 刷）　正誤表
ニュートン別冊『統計と確率 改訂版』に，以下の誤りがありました。お詫びして訂正いたします。

ページ 位置 誤 正

10
図の説明文
下から 2行目 平成 24年 平成 28年

11
本文右コラム
上から 6行目 757万円 734万円

69
下図，見出し「開票が進む
ロともに予想が正確にな
る」の説明文上から 6行目

なお，上 なお，これら

178
本文右コラム
上から 4行目 t＝－ 2.83 t＝－ 3.26

178
本文右コラム
下から 4行目 差が小さくー 1.0 差が小さくー 0.5

178 左下の図

IT統計学の基礎知識　統計データの要約と推計

　　　 t ＝ 　　　 ＜  －1.96 　 ➡  差は有意

                                                          
として判定する。この判定ルールを「スチューデントの
t検定」といっている。今，差＝－1.5に対し，s＝2.3，
n＝25から，t＝－2.83と左端に近く大きく－1.96を
突破するから，差は有意で飲料は「実際に表示から外れ
ている」と安全に判断できる。いうまでもなく，－1.5
は25回測定した結果であることに注意する。
　このt検定について説明しておこう。統計学の基礎テ
キストにはtの確率分布の関数グラフ，分布表がのって
いる（左下の図）。一見して，正規分布に似ている。
　図から，差がある程度大きくないと有意にはならな
いことがわかる。差が小さく－1.0ならどうだろう。t
＝－1.09で，有意ではなく，飲料は「表示通りではない」
とまではいえない。「差が十分大きくなったときだけ有
意となる」とだけ知っておこう。

差
s

  n

な差ではない」「たまたま
4 4 4 4

出た差」といってよく，要す
るに「実際に差はない」と判断される。数学的には等し
くないのだから差はあるが，統計学は数学とはことな
る面がある。社会的な守備範囲は広く，統計学を学ぶ
メリットもそこにある。
　有意であるか有意でないかを判定するには，さまざ
まな統計学の理論があるが，理解のしるしとして，一
つのシンプルな例を結果だけあげておこう。

　 表示通りか：検定の成功 　　　　　　　　　
飲料があり「果汁成分15%」と表示してある。大きさ
（n）が25のサンプルを取り，果汁成分比を測定する
と，平均x＝13.5，標準偏差s＝2.3となった。表示
どおりといっていいか否か。

　差は13.5－15＝－1.5（%）で表示に足りない可能
性がある。差が有意か否かを見るために，

ｔ検定を考えた統計学者
ウィリアム・ゴセット

t分布のグラフ

ｔ 密度 累積
-3 0.019970984030.01997098403

-2.9 0.022118302440.02205897481
-2.8 0.024877228200.02440577527
-2.7 0.028018597420.02704716122
-2.6 0.031597343220.03002406593
-2.5 0.035675624360.03338327240
-2.4 0.040323358950.03717816352
-2.3 0.045618600840.04146951855
-2.2 0.051647652120.04632633508
-2.1 0.058504767330.05182664315
-2 0.066291260730.05805826175

-1.9 0.075113777630.06511942647
-1.8 0.085081439770.07311919059
-1.7 0.096301530930.08217747063
-1.6 0.108873365380.09242457263
-1.5 0.12288 0.104
-1.4 0.138377537130.11705031366
-1.3 0.155381954520.13172579823
-1.2 0.173853723580.14817569665
-1.1 0.193680963890.16654182477

-0.9999999999 0.214662525830.18695048315
-0.8999999999 0.236493144090.20950275960
-0.7999999999 0.258753536770.23426356778
-0.6999999999 0.280908831710.26125008279
-0.5999999999 0.302318707980.29042057887
-0.4999999999 0.322261868560.32166498159
-0.3999999999 0.339975733520.35479863071
-0.2999999999 0.354709627340.38956071413
-0.1999999999 0.365786634960.42561850706
-0.0999999999 0.372666465580.46257792046

0 0.375 0.5
0.1 0.372666465580.53742207953
0.2 0.365786634960.57438149293
0.3 0.354709627340.61043928586
0.4 0.339975733520.64520136928
0.5 0.322261868560.67833501840
0.6 0.302318707980.70957942112
0.7 0.280908831710.73874991720
0.8 0.258753536770.76573643221
0.9 0.236493144090.79049724039
1 0.214662525830.81304951684

1.1 0.193680963890.83345817522
1.2 0.173853723580.85182430334
1.3 0.155381954520.86827420176
1.4 0.138377537130.88294968633
1.5 0.12288 0.896
1.6 0.108873365380.90757542736
1.7 0.096301530930.91782252936
1.8 0.085081439770.92688080940
1.9 0.075113777630.93488057352
2 0.066291260730.94194173824

2.1 0.058504767330.94817335684
2.2 0.051647652120.95367366491
2.3 0.045618600840.95853048144
2.4 0.040323358950.96282183647
2.5 0.035675624360.96661672759
2.6 0.031597343220.96997593406
2.7 0.028018597420.97295283877
2.8 0.024877228200.97559422472
2.9 0.022118302440.97794102518
3 0.019693498090.98002901596

1

0ー2.83 ー1.09ー1.96
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95%範囲（差が有意で無い区間）
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IT統計学の基礎知識　統計データの要約と推計

　　　 t ＝ 　　　 ＜  －1.96 　 ➡  差は有意

                                                          
として判定する。この判定ルールを「スチューデントの
t検定」といっている。今，差＝－1.5に対し，s＝2.3，
n＝25から，t＝－3.26と左端に近く大きく－1.96を
突破するから，差は有意で飲料は「実際に表示から外れ
ている」と安全に判断できる。いうまでもなく，－1.5
は25回測定した結果であることに注意する。
　このt検定について説明しておこう。統計学の基礎テ
キストにはtの確率分布の関数グラフ，分布表がのって
いる（左下の図）。一見して，正規分布に似ている。
　図から，差がある程度大きくないと有意にはならな
いことがわかる。差が小さく－0.5ならどうだろう。t
＝－1.09で，有意ではなく，飲料は「表示通りではない」
とまではいえない。「差が十分大きくなったときだけ有
意となる」とだけ知っておこう。

差
s

  n

な差ではない」「たまたま
4 4 4 4

出た差」といってよく，要す
るに「実際に差はない」と判断される。数学的には等し
くないのだから差はあるが，統計学は数学とはことな
る面がある。社会的な守備範囲は広く，統計学を学ぶ
メリットもそこにある。
　有意であるか有意でないかを判定するには，さまざ
まな統計学の理論があるが，理解のしるしとして，一
つのシンプルな例を結果だけあげておこう。

　 表示通りか：検定の成功 　　　　　　　　　
飲料があり「果汁成分15%」と表示してある。大きさ
（n）が25のサンプルを取り，果汁成分比を測定する
と，平均x＝13.5，標準偏差s＝2.3となった。表示
どおりといっていいか否か。

　差は13.5－15＝－1.5（%）で表示に足りない可能
性がある。差が有意か否かを見るために，

ｔ検定を考えた統計学者
ウィリアム・ゴセット

t分布のグラフ

0
ー3.26 ー1.09

ー1.96

有意水準

1.96

95%範囲（差が有意で無い区間）

t

0.1

0.2

0.3

0.4

確率

有意水準

差が大きい 差が大きい
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188 説明文

右のグラフで，曲線と x軸を囲んだ領域の
うち，xが 0から zまでの領域の面積をあ
らわした表。たとえば，z=1.64のときは，
「1.6」の行と「.04」の列がクロスしたマ
スの数字（0.44950）を見ればよい。

Z＝ 0.00～ 3.99に対する，正規分布の右
図で赤色の領域の確率を示した表。たとえ
ば z=1.96のときは，「1.9」の行と「.06」
の列が交差したマスの数字（0.47500）を
見ればよい。

「右図」　

z

a 正規分布表 a

Z＝0.00～3.99に対する，正規分布の右図で赤色の領域のの確率を示した表。たとえ
ばz=1.96のときは，「1.9」の行と「.06」の列が交差したマスの数字（0.47500）を見れ
ばよい。

Z .00 .01 .02 .03 .04 .05 .06 .07 .08 .09
0.0 0 0.00399 0.00798 0.01197 0.01595 0.01994 0.02392 0.02790 0.03188 0.03586
0.1 0.03983 0.04380 0.04776 0.05172 0.05567 0.05962 0.06356 0.06749 0.07142 0.07535
0.2 0.07926 0.08317 0.08706 0.09095 0.09483 0.09871 0.10257 0.10642 0.11026 0.11409
0.3 0.11791 0.12172 0.12552 0.12930 0.13307 0.13683 0.14058 0.14431 0.14803 0.15173
0.4 0.15542 0.15910 0.16276 0.16640 0.17003 0.17364 0.17724 0.18082 0.18439 0.18793
0.5 0.19146 0.19497 0.19847 0.20194 0.20540 0.20884 0.21226 0.21566 0.21904 0.22240
0.6 0.22575 0.22907 0.23237 0.23565 0.23891 0.24215 0.24537 0.24857 0.25175 0.25490
0.7 0.25804 0.26115 0.26424 0.26730 0.27035 0.27337 0.27637 0.27935 0.28230 0.28524
0.8 0.28814 0.29103 0.29389 0.29673 0.29955 0.30234 0.30511 0.30785 0.31057 0.31327
0.9 0.31594 0.31859 0.32121 0.32381 0.32639 0.32894 0.33147 0.33398 0.33646 0.33891
1.0 0.34134 0.34375 0.34614 0.34849 0.35083 0.35314 0.35543 0.35769 0.35993 0.36214
1.1 0.36433 0.36650 0.36864 0.37076 0.37286 0.37493 0.37698 0.37900 0.38100 0.38298
1.2 0.38493 0.38686 0.38877 0.39065 0.39251 0.39435 0.39617 0.39796 0.39973 0.40147
1.3 0.40320 0.40490 0.40658 0.40824 0.40988 0.41149 0.41309 0.41466 0.41621 0.41774
1.4 0.41924 0.42073 0.42220 0.42364 0.42507 0.42647 0.42785 0.42922 0.43056 0.43189
1.5 0.43319 0.43448 0.43574 0.43699 0.43822 0.43943 0.44062 0.44179 0.44295 0.44408
1.6 0.44520 0.44630 0.44738 0.44845 0.44950 0.45053 0.45154 0.45254 0.45352 0.45449
1.7 0.45543 0.45637 0.45728 0.45818 0.45907 0.45994 0.46080 0.46164 0.46246 0.46327
1.8 0.46407 0.46485 0.46562 0.46638 0.46712 0.46784 0.46856 0.46926 0.46995 0.47062
1.9 0.47128 0.47193 0.47257 0.47320 0.47381 0.47441 0.47500 0.47558 0.47615 0.47670
2.0 0.47725 0.47778 0.47831 0.47882 0.47932 0.47982 0.48030 0.48077 0.48124 0.48169
2.1 0.48214 0.48257 0.48300 0.48341 0.48382 0.48422 0.48461 0.48500 0.48537 0.48574
2.2 0.48610 0.48645 0.48679 0.48713 0.48745 0.48778 0.48809 0.48840 0.48870 0.48899
2.3 0.48928 0.48956 0.48983 0.49010 0.49036 0.49061 0.49086 0.49111 0.49134 0.49158
2.4 0.49180 0.49202 0.49224 0.49245 0.49266 0.49286 0.49305 0.49324 0.49343 0.49361
2.5 0.49379 0.49396 0.49413 0.49430 0.49446 0.49461 0.49477 0.49492 0.49506 0.49520
2.6 0.49534 0.49547 0.49560 0.49573 0.49585 0.49598 0.49609 0.49621 0.49632 0.49643
2.7 0.49653 0.49664 0.49674 0.49683 0.49693 0.49702 0.49711 0.49720 0.49728 0.49736
2.8 0.49744 0.49752 0.49760 0.49767 0.49774 0.49781 0.49788 0.49795 0.49801 0.49807
2.9 0.49813 0.49819 0.49825 0.49831 0.49836 0.49841 0.49846 0.49851 0.49856 0.49861
3.0 0.49865 0.49869 0.49874 0.49878 0.49882 0.49886 0.49889 0.49893 0.49896 0.49900
3.1 0.49903 0.49906 0.49910 0.49913 0.49916 0.49918 0.49921 0.49924 0.49926 0.49929
3.2 0.49931 0.49934 0.49936 0.49938 0.49940 0.49942 0.49944 0.49946 0.49948 0.49950
3.3 0.49952 0.49953 0.49955 0.49957 0.49958 0.49960 0.49961 0.49962 0.49964 0.49965
3.4 0.49966 0.49968 0.49969 0.49970 0.49971 0.49972 0.49973 0.49974 0.49975 0.49976
3.5 0.49977 0.49978 0.49978 0.49979 0.49980 0.49981 0.49981 0.49982 0.49983 0.49983
3.6 0.49984 0.49985 0.49985 0.49986 0.49986 0.49987 0.49987 0.49988 0.49988 0.49989
3.7 0.49989 0.49990 0.49990 0.49990 0.49991 0.49991 0.49992 0.49992 0.49992 0.49992
3.8 0.49993 0.49993 0.49993 0.49994 0.49994 0.49994 0.49994 0.49995 0.49995 0.49995
3.9 0.49995 0.49995 0.49996 0.49996 0.49996 0.49996 0.49996 0.49996 0.49997 0.49997

z
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